
第52回大会〕 高齢者の生活

lBp-7　　　高齢者の緑とのふれあいを促進させるために必要な要素について

　　　　　　○今津乃里子＊　中山徹＊＊

　　　　　　（＊奈良女子大・院、＊＊奈良女子大）

　【目的】長くなった高齢期をどのように過ごすかによって健康で充実した生活を送ること

ができると思われる。時間的余裕ができた高齢者にとって余暇活動の充実による生活に影

響が考えられる。本研究では高齢者の余暇活動の一つとして、自然環境の中でも特に緑と

のふれあいに注目した。緑が存在する空間の他に緑とのふれあいを促進させるための必要

な要素を明らかにし、緑とのふれあいを促進させる方法を検討した。

　【方法】財団法人・大阪自然環境保全協会が主催する自然活動リーダー養成実践講座「大

阪シニア自然大学」の平成11年度受講生130名を対象に意識調査を行った。

　【結果】緑とのふれあいを阻害していた要因として、「時間的余裕がなかった」という個

人的問題があげられている。しかしその一方で、「緑とふれあう方法がわからなかった」、

　「一人ではできなかった」という問題もあげられている。人生経験豊富な高齢者といえど

も、緑豊かな空間が存在していても、その空間と接する方法をわかっていないことや共通

の意識をもった仲間を必要としていたことが考えられる。そして、受講以前に希望してい

た緑とのふれあいに関して、自宅で行う個人的な緑とのふれあいだけでなく、自宅や自宅

周辺を離れた空間での仲間をともに行う緑とのふれあいが望まれていた。これらの阻害要

因を取り除くことと希望を満たすためには、緑と接するための学習・活動支援を行う団体

や組織の存在が必要であり、また、緑と接するために共通の意識を持った仲間づくりを行

うためにも、これらの団体や組織の存在が重要である。

1 Bp- 8　　高齢化社会の生活を考える一高齢者になった時の不安－

　　　　　　　　　　C渫畑亜紀子､今中正美､石渡尚子､村田あが、本防丿栽子､道本干衣子

　　　　　　　　　　　（跡見学園女大短大）

目的:1999年の「国際高齢者年」に際し、2010年には65歳以上の人口の割合が22％に

なると推計されている日本で、よりよい高齢化社会の生活を考える一助とするために、高

齢化社会に対する意識調査を行った。

方法:1999年度家政科学生の「私が高齢者になった時の不安」という作文を基に、高齢

者との関わり、高齢期の衣、食、住生活並びに経済面、介護についてのアンケートを作成

し、1999年９月、学生及び父兄に対し実施した。

結果：①自分が高齢者になった時を考えたことがあるという学生は、48.6％で父兄の87％

より有意に少なかった。自分の高齢期に「非常に」あるいは「やや」不安を感じている者

は、学生の71％、父兄の84％で父兄の方がより不安感を抱いていた。

②衣生活への不安は、学生、父兄の約20％が持っていた。食生活への不安を持っている

者は学生、父兄の約40％で、不安内容は、学生は「どんな栄養を摂取したらよいか」、父

兄は「食事を作れるか」が最も多かった。住生活への不安を持っている者は学生の55％。

父兄の約40％で有意に学生が不安を持っていた。その内容は、学生、父兄共に「住まい

内の安全」という回答が最も多かった。高齢者対応型にリフォームすることへの不安は、

不安を持つ父兄の約18％であったが、学生より有意に多く認められた。

③高齢期の経済面への不安は、学生、父兄の70～80％が、介護に対する不安は、学生、

父兄の70％以上が持っていた。
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